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沖縄県の保育園における統合保育および

神経性習癖について

一保育士のアンケート調査より一

瀧澤　　透1），名嘉　幸一2）

和氣　則江2），外間登美子2）

〔論文要旨〕

　沖縄県内のすべての公立・認可保育所（園）337ヶ園を対象に，統合保育の実施状況や神経性習癖を

持つ児童への対応に関する諸問題を明らかにするためにアンケート調査を実施した。平成15年5一一7月

に郵送法で行ったところ，138ヶ園（40．9％）からの回答が得られた。

　結果は統合保育は47．1％の保育所で実施されており平均2．1名の障害児が在籍していた。また，チック，

パニック，不適応，暴力といった症状をもつ園児は全体の14～19％の保育園に見られた。これらの園児

への対応は3／4の保育園では保健師や関係機関と連携していたが，1／4の保育園は「対応ができていない」

状況で，その理由は「知識不足」が32．0％と最も多かった。

『Key　words＝保育園，統合保育，神経性習癖，情緒的な障害，沖縄

Lはじめに

　幼児期は，心の発達において他者を思いやる

優しさ（養護性）が芽生える頃である。共に育

ち合う統合保育は，健常児にとって他者の気持

ちを理解する心の成長に貴重な経験を与える。

ノーマライゼーションの理念は地域で健常者と

障害者が共に生活を行うことにあるが，幼児期

からそれを体験することは大切なことであろ

う。

　また，小児心身症や神経性習癖といった乳幼

児期の諸症状はこころの健康と密接に結びつい

ている。子どもは緊張や欲求不満を言葉で説明

したり，援助を求めたりすることが上手にでき

ない。自我が未熟なためストレスをコントロー

ルできず，そのため腹痛，嘔吐，便秘，気管支

喘息といった全身的な身体症状をひき起こすこ

とがある。また，チック，夜驚症，抜毛，指しゃ

ぶり，爪かみなどの神経性習癖は多くの児の発

達の過程で一過性にみられることがある。養育

者は過度に心配せずに，しかし，適切に環境を

整えてあげる必要があろう。対応が遅れると習

癖が長期化し精神発達に悪影響を及ぼしかねな

い。

　本研究は①統合保育（実施状況，障害の内訳，

対応）と②神経性習癖，完了といった情緒的な

問題（状況，保育園での対応）の両者に対し沖

縄県の保育園における精神保健の諸問題の現状

を明らかにすることを目的としている。
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il．対象と方法

　調査対象は沖縄県のすべての公立および認可

保育園337ヶ園で記入は園長，保育士等に依頼

した。方法は自記式無記名の郵送法によるアン

ケート調査で，回収にはFAXを使用した。調

査期間は平成15年5月から7月で，ユ38ヶ園（回

収率40．9％〉から協力が得られた。アンケート

は障害児保育，神経性習癖，心身症・多動等行

動の異常についての質問で構成されていた。な

お，虐待や子育て支援に関する調査結果は別稿

で報告をする。

皿．結 果

1．保育園の構成＝園児と職員

　回答の得られた保育園138ヶ園の平均職員数

は10．03±4．12人，非常勤・臨時・アルバイト

は平均7．78±4．32人であった。また，総園児数

は10，224人，平均園児数は76．9±29．3人，最頻

値は69人が12ヶ園，最も規模の大きい保育園の

園児数は174人であった（表1）。一方，年齢別

の平均園児数は0歳児が5．8人，1歳児13．8人，

2歳児16．9人，3歳児18．9人，4歳半18．5人，

5歳児7．5人で3～4歳児の在園が多かった。

や障害の種類は次のようであった。障害児数は

138人で，一保育園あたり平均2．11±1．16人の

障害児が在籍していた。

　在籍園児の詳細は，まず在籍が1～2名の保

育園が45ヶ園（69．2％）と多く，3～4名は17

ヶ園（26．2％）となっていた（表2）。6名受

け入れている保育園では臨時・非常勤の職員が

26人もいた。

　障害の内訳では「ダウン症」18人（13．0％），

「自閉症」36人（26．1％），「視覚・聴覚障害児」

8人（5．8％），「脳性マヒ」ユ8人（13．0％），「そ

の他」58人（42．0％）となっていた（表3）。

なお，「その他」では軽度の知恵遅れ，自閉的

知恵遅れ，などの付記もあった。精神運動発達

遅滞のほか，てんかん，内部障害，言語障害，

中枢神経系障害や先天性代謝異常などが考えら

れるが詳細は不明である。

　このほか，「障害児に対応する非常勤職員や

ボランティア等は十分ですか」の質問では

70．6％が十分と答えていた。

3．心身症・多動等，行動の異常について

　「次の症状（情緒障害，心身の異常等）を示

す園児はいますか」と，チック，不登園など11

2．統合保育

　「あなたの保育園で統合保育を行っています

か」の質問では「いる」が65ケ園（47．1％）「い

ない」が48ヶ園（34．8％），「その他」が14．5％

の結果となった。なお，「その他」の回答では“以

前行っていた”“今年はまだ実施していない”

といった回答が多かった。

　統合保育を実施している保育園での障害児数

表2　統合保育実施園の障害児在籍数

障害児数 保育園数 。／o
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表1　園児四

四内数 保育園数 。／o 表3　障害の種類

29人以下

30～49人

50～69人

70～89人

90～109人

110～129人

130人以上

不明

7
6
4
0
3
4
9
5

　
　
【
」
0
0
1
1

1
4
1
7
4
2
5
6

5
4
9
ユ
9
0
6
3

　
　
9
0
9
自
　
　
1
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138 100
実施保育園65ヶ園の状況
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の選択肢から複数回答で選んでもらった。その

結果，「チック」が24ヶ園35人と最も多く，次

いで「ちょっとしたことで泣きわめく，パニッ

クになる」が26ヶ園31人，「暴力的」が19ヶ園30

人，「孤立・集団の中での不適応」が21ヶ園30

人と続いた。また，「絨黙」は14ヶ園22人，「不

登園」は15ヶ園17人であった（表4）。

　次に，「いわゆる“落ち着きのない子”“注意

欠陥・多動性障害が疑われる子”はいますか」

の質問では，55ヶ園（39．9％）が「いる」と答

えていた。

4．心の健康に対する対応

　こういつた状況を踏まえて「園児のこころの

健康に関する諸問題に，保育園は対応できてい

ますか」と質問し（有効回答n＝103），できて

いる場合は対応状況を，できていない場合は理

由をたずねた。

表4　神経性習癖小児心身症等の在園している保

　　育園の割合　　　　　　　　　　　　（複数回答）

　　　　　　　園児数保育半数
　　　　　O／01）
　　　　　　　　（人）　（園）

チック

泣きわめく，パニック

暴力的

孤立，不適応

不安が強い

絨黙

排尿・排便の問題

しがみつき

不登園

夜驚

その他
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18．8　31
13．8　30
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10，1　22

9．4　19
9．4　17
10．9　17
6．5　15
5．1　11

1）有効回答％

表5　こころの健康問題への対応

　　　　　　　　　　　　　（複数回答）

対応の種類 保育園数　％1）

保健師と連携
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母子保健推進員と連携

その他
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1）有効回答％

小児保健研究

　その結果，「こころの健康に関する諸問題」

に「対応できている」と答えた保育園は78ヶ園

（75．7％）で「できていない」と答えた保育園

は21ヶ園（20．4％）となっており，「対応の仕

方がわからない」保育園は4ヶ園（3．9％）あっ

た。

　「対応のできている保育園」では「保健師と

連携」が39ヶ園（50．0％）と最も多く，以下，「医

療機関・療育センターと連携（小児科医・精神

科医に相談するなど）」が24ヶ園（30．8％），「臨

床心理士・カウンセラーと連携」「行政の指導

をうけている」はともに13ヶ園（16．7％），「母

子保健推進員と連携」は7ヶ園（9．0％）となっ

ていた。また，「その他」では，看護師，民生

委員，大学教授，家庭児童相談員，などとの連

携があり，このほか国内研修や園内研修，保護

者との連携や，園内での密な対応があげられて

いた（表5）。

　「対応のできていない保育園・対応の仕方が

わからない」などが答えた「対応のできない理

由」（有効回答n＝25）は，「園児のこころの健

康の問題そのものが，よくわからない」が8ヶ

園（32．0％）と最も多く，「医療機関や臨床心

理士，保健師ら専門職と連携がとりにくい」が

5ヶ園（20．0％），次いで「人手不足」が4ヶ

園（16．0％），「その他」が8ヶ園（32．0％）で

あった。「その他」では職員の知識・経験不足，

事例がない，これから相談していく予定，今の

ところそこまでいっていない，等の回答があっ

た（表6）。

　最後に「差し支えない程度で，保育園で対応

に困っているケースがありましたらご記入くだ

さい」と自由記述欄を設けたところ，38ヶ園か

ら記述があった。症状ではパニック2件　，ア

トピー2件，噛み付き2件，親の離婚問題で不

安定2件，円形脱毛症，落ち着きのなさ，など

表6　こころの健：康の問題に対応できない状況

対応できない理由 保育園数　　％

こころの健康問題がわからない

専門職と連携とりにくい

人手不足

その他

8
「
D
4
0
0

32．0

20．0

16．0

32．0

合計 25　100．0
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があげられていた。また，対応については，親

への対応に苦労するが数例，研修を増やしてほ

しい，母親のカウンセリングが必要なケースが

ある，などといった状況が報告されていた。

N．考 察

1．沖縄の保育事情

　沖縄県の保育事情は全国的にも特殊な状況に

ある。保育園普及率（保育対象者（入所措置基

準の児童数）／保育所定員数）は0．74人で全国45

位（平成10年：自治省「公共施設状況調」）と

低く，それを補う形で認可外保育施設は約570ヶ

所あり保育園に通う子どもの47％が認可外を利

用している。認可外は全国平均が5％といわれ

ており，公立・認可保育園が異常に少ないとい

えよう。

　このほか，幼保が完全に分離しており，幼稚

園の就園率が84．9％（2000年）と全国一である

といったことも注目される。沖縄の幼稚園は管

轄が教育庁「義務教育課」であり，通常は小学

校の敷地に併設されている1）。

　また，社会的背景も沖縄の保育事情に影響を

与えているといえよう。出生率，離婚率，失業

率，摘出でない子の率，低体重児出生率は全国

一であり，待機児童の問題も深刻である。

2．統合保育

　沖縄県の統合保育21－5）は昭和50年に始まっ

た。最初に沖縄市の一公立保育所で8名の障害

児を受け入れ，翌年那覇市の4つの公立保育所

で12名の受け入れがあった6）。

　平成14年の県の統計では障害児保育事業の実

施は126ヶ園（39．0％），障害児数は237人となっ

ている。しかしこれらは国庫や県費の対象児童

数であり，実際はこれ以上の保育園で統合保育

が実践されていると考えられる。今回の調査で

は公立・認可保育園（n＝138）のうち47」％

が「統合保育を行っている」と回答をしており

138名の障害児が在籍していた。この結果から

推計すると優に県の把握数を超え，沖縄県の公

立・認可保育園では300名以上の障害児が在園

していると考えられる。一方，無認可保育園で

も約2割に障害児が在籍していたが557ヶ園と

もいわれる県内の認可外保育施設が抱える障害

593

児の数はかなりの人数に達すると考えられる。

このように障害児童保育対策事業対象外の統合

保育の実態については今後も解明していく必要

があろう。

　沖縄県の統合保育は市町村によって制度が異

なり，例えば，法人では行えず公立保育所でし

か実施されていない市町村があったり，加配保

育士の配置も211の場合と3：1の場合があ

る。保育園に十分な人員がいなければ障害や発

達に合った個別的配慮ができないのは言うまで

もない7）。障害をもつ児が健常児の中で幸せな

生活を送るためにも，環境の更なる充実をはか

っていきたい。

　受け入れている障害児は一保育園平均2．12人

で，これは南前ら8）の米子市・境港市での調査

結果より若干高かった。障害の種別では自閉症

が26．1％であったが，これは中嶋9）の結果と一

致していた。

3．神経性習癖

　心身症・神経性習癖・行動の異常に関する園

児はチック，パニック，不適応，暴力の順に多

く，調査した保育園の14～19％の割合で在籍し

ていた。また，「落ち着きのない子，注意欠陥・

多動性障害が疑われる子」は約4割の保育園が

「いる」と回答をしていた。この数字はそのま

まAD／HDの在園割合を示すものではない。こ

れらの症状は医師の診断のないものや，回答し

た保育士の判断によるものも含まれていると考

えられよう。しかし，情緒の不安定な園児が数

多く在籍している事実は重視しなければならな

い。

4．保育園での対応

　対応は多くの保育園で保健師との連携を中心

にとられていたが，しかし，全体の1／4の保育

園では十分な対応が取れていないままの状態で

あった。情緒的な障害のある乳幼児の早期の対

応が望まれているだけに，保育園の積極的な取

り組みを期待したい。

　離島県である沖縄県では地方に専門職が十分

にいなかったり，発達相談など巡回相談なども

行われていないなど（公立・認可保育園の52％

が「巡回がない」と回答）保育園の支援体制に
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も問題がある。近年，県内の発達に関心がある

臨床心理士らが対応の準備を始めたが，子ども

たちの発達や心の健康を考える上でも，今後の

行政の良策を願うところである。
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